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１
月
５
日
、
新
年
恒
例
の
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
北
留
萌

消
防
組
合
天
塩
支
署
の
消
防
団

員
ら
が
災
禍
の
な
い
１
年
を
祈

念
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
吹
鳴
し
た
サ
イ

レ
ン
を
合
図
に
団
員
ら
が
参
集

し
、
天
塩
町
農
業
共
同
組
合
前

駐
車
場
な
ど
町
内
４
カ
所
で
の

登
梯
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
登
梯
演
技
終
了
後
の

屋
内
式
に
お
い
て
は
、
知
事
表

彰
な
ど
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
田

中
治
消
防
団
長
は
「
各
種
災
害

に
迅
速
に
対
処
す
べ
く
普
段
か

ら
消
防
団
員
と
し
て
技
術
力
や

精
神
力
を
身
に
付
け
、
防
火
啓

発
普
及
に
努
め
、
各
機
関
と
連

携
を
図
り
切
磋
琢
磨
し
て
い

く
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

出
初
式
／
成
人
式

今
年
も
、
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ

に
身
を
包
み
新
た
な
門
出
を
祝

う
新
成
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

新
成
人
代
表
で
大
澤
志
意
也

さ
ん
と
伊
藤
梢
さ
ん
は
「
激
動

す
る
社
会
に
向
か
っ
て
力
強
く

踏
み
出
す
決
意
を
心
に
銘
記

し
、
豊
か
な
天
塩
町
の
発
展
に

努
力
す
る
」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

各
中
学
校
の
恩
師
か
ら
の
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
に
笑
顔
を
浮
か
べ

て
お
り
、
橋
詰
花
蓮
さ
ん
が
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
式
典
は

終
了
し
ま
し
た
。

終
了
後
に
、
成
人
式
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
、
と
も
に
大
人
と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ

と
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

出初式
　

法
被
姿
の
団
員
が
支
え
る
高
さ
５
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
は
し
ご
を
、
掛
け
声
と
と
も
に
演

技
が
披
露
さ
れ
る
た
び
、
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

成人式

大
人
と
し
て

一
歩
踏
み
出
す

　

１
月
７
日
、
成
人
を
迎
え
た
25
名
が
町
社

会
福
祉
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
成
人
式
に

出
席
し
、
旧
友
と
の
再
会
、
二
十
歳
の
門
出

の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

勇
壮
な
技
を

堂
々
と
披
露

▼見事な登梯演技を披露

▲知事表彰伝達など行われた屋内式

▲雪の降る中行われた観閲式

気持ちを新たにスタートを切った新成人

▲お礼のことばを述べた
橋詰さん

▲成人宣誓した大澤さん
と伊藤さん

※
来
年
の
開
催
は
１
月
13
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
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▲紙芝居で不審者への対処を呼びかけた

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
社
主
催
の

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
成
果
発
表
会
（
小

学
校
部
門
）」
へ
出
場
者
の
選
出
を
天

塩
小
学
校
に
お
い
て
12
月
20
日
の
授
業

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
都
で
２
月
11
日
に
開
催
さ
れ
る

同
発
表
会
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー

プ
社
の
社
会
貢
献
事
業
に
よ
り
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
授
業
を
導
入
し
た
15
の
自
治

体
の
代
表
者
が
集
ま
り
、Pepper

に

組
み
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン

す
る
も
の
で
す
。
優
勝
チ
ー
ム
に
は
、

Ｉ
Ｔ
産
業
の
一
大
拠
点
で
あ
る
米
国
の

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
へ
招
待
さ
れ
ま
す
。

　

同
発
表
会
に
は
、「
防
災
に
役
立
つ

Pepper

」
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン
し

た
班
（
多
々
良
理
奈
さ
ん
、
津
田
美
里

さ
ん
、
齋
藤
遥
さ
ん
、
大
垣
梨
那
さ
ん
）

が
代
表
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
お
り
、
ま
た
天
塩
中
学
校
か
ら
中
学

校
部
門
及
び
部
活
動
部
門
に
も
出
場
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

心
を
込
め
て
描
く
絵
手
紙

　

12
月
14
日
、天
塩
中
学
校
に
お
い
て
、

手
紙
の
書
き
方
出
前
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
出
前
授
業
は
、
天
塩
郵
便
局
の

手
紙
文
化
振
興
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
講
師
に
は
、
札
幌
市
か
ら
日
本

絵
手
紙
協
会
の
公
認
講
師
で
あ
る
箕
浦

尚
美
氏
を
迎
え
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
手
紙
を
書
く
作
法
の
基
本

な
ど
の
座
学
の
後
、
実
際
に
墨
や
水
彩

絵
の
具
を
用
い
て
、
自
分
の
父
母
や
祖

父
母
に
宛
て
る
年
賀
状
を
作
成
し
ま
し

た
。
箕
浦
氏
は
「
手
紙
は
自
分
の
思
い

を
伝
え
る
も
の
。
絵
手
紙
は
下
手
が
い

い
。ま
ず
は
丁
寧
に
書
く
こ
と
が
大
切
」

と
話
し
、「
墨
の
に
じ
み
に
は
、
温
か

み
や
賑
や
か
さ
な
ど
の
雰
囲
気
を
表
す

こ
と
が
で
き
る
。
印
刷
物
と
違
い
、
手

書
き
は
も
ら
っ
た
側
も
嬉
し
い
」
と
絵

手
紙
の
良
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

▲完成した絵手紙を講評する箕浦氏（写真中央）

▲（左から）多々良さん、津田さん、齊藤さん、大垣さん

マ
チ
の
話
題
（
12
月
14
日
～
１
月
17
日
）
／
か
わ
ま
ち
通
信

ま
ず
逃
げ
る
こ
と
を
考
え
て

　

天
塩
警
察
署
は
、
12
月
25
日
に
こ
が

ら
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
ら
を
対
象
に
防

犯
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

署
員
か
ら
昨
年
に
天
塩
小
学
校
で
放

送
し
た
紙
芝
居
を
使
い
、「
い
か
の
お

す
し
」
を
合
言
葉
に
し
た
不
審
者
と
の

遭
遇
に
お
け
る
対
処
の
仕
方
を
児
童
ら

は
学
び
ま
し
た
。

　

署
員
は
「
近
所
に
住
ん
で
知
っ
て
い

て
い
つ
も
良
い
人
で
あ
っ
て
も
、
少
し

で
も
変
な
行
動
を
取
っ
て
い
れ
ば
、
後

に
つ
い
て
行
か
な
い
で
。
大
人
は
皆
さ

ん
よ
り
力
が
強
い
の
で
、
捕
ま
ら
な
い

よ
う
に
逃
げ
る
こ
と
が
大
切
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
路
沿
い
の
雪
山
へ
登
ら
な

い
こ
と
や
屋
根
の
下
は
落
雪
の
危
険
が

あ
る
こ
と
な
ど
冬
期
間
に
外
で
遊
ぶ
と

き
の
注
意
点
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

かわまち
通信

▼全体発表での様子

　

昨
年
度
の
初
出
場
に
引
き
続
き
、「
い
い
川
・
い
い
川
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
今
回
で
10
回
目
と

な
る
当
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
９
月
９
日
～
10
日
に
九
州
・
福

岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
川
の「
タ
カ
ラ
モ
ノ
」に
光
を
当
て
、

「
い
い
川
」「
い
い
川
づ
く
り
」
と
は
何
か
を
探
り
ま
す
。
全
国

か
ら
44
団
体
が
参
加
し
、
取
組
み
・
活
動
内
容
に
つ
い
て
プ
レ

ゼ
ン
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
い
い

川
を
目
指
す
た
め
の
斬
新
な
発
想
や
着
眼
」「
地
域
住
民
と
川
と

の
豊
か
で
良
好
な
関
わ
り
合
い
」「
い
い
川
を
育
む
た
め
の
住
民
参
加
や
、様
々

な
分
野
の
人
た
ち
と
の
協
働
プ
ロ
セ
ス
」「
川
ら
し
さ
の
保
全
や
、
い
い
川
回

復
の
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
計
画
手
法
や
採
用
技
術
」に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
開
催
前
日
に
福
岡
に
訪
れ
た
９
月
初
旬
、
30
℃
を
越
え
る
暑
さ
に
滅

入
り
ま
し
た
が
、昨
今
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
起
業
家
が
集
ま
っ
て
い
る
福
岡
は
、

と
て
も
活
気
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

開
会
後
の
全
体
発
表
で
は
、
３
分
間
で
「
天
塩
か
わ
ま
ち
」
の
和
船
活
用
の

取
組
み
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
発
表
し
、
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
選
考
会
で
は
、
選
考

委
員
の
方
々
か
ら
の
質
問
に
つ
い
て
回
答
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
毎
に
１
団
体

が
選
出
さ
れ
二
次
選
考
に
進
み
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
落
選
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
天
塩
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
幅
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
復
活
選
考
会
に

お
い
て
も
多
数
の
参
加
団
体
、
選
考
委
員
の
方
々
と
質
疑
応
答
を
も
と
に
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
交
流
懇
親
会
で
は
、
全
国
の
参
加
団
体
が
各
地
の

「
川
の
恵
み
」
を
展
示
、
試
食
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
天
塩
か
ら
出
品

し
た
「
ソ
ラ
ノ
イ
ロ
・
至
高
の
天
塩
し
じ
み
光
麺
」
が
、
大
好
評
で
し
た
。

大
会
２
日
目
は
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
選
出
さ
れ
た
団
体
に
よ
る
二
次
選
考
～

決
勝
選
考
が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
北
九
州
で
川
や
池
、
湿
地
な
ど
の
自

然
や
生
き
物
に
つ
い
て
独
創
的
に
面
白
さ
と
社
会
貢
献
性
を
融
合
さ
せ
全
国
の

市
民
と
関
わ
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
全

国
各
地
の
取
組
み
事
例
を
聞
き
、
今
後
の
活
動
を
考
え
る
上
で
、
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。寄

稿
「
自
然
チ
ー
ム
」
鹿
児
島　

剛

〔
次
回
・
か
わ
ま
ち
検
討
会
の
お
知
ら
せ
〕

初
参
加
歓
迎
！
誰
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
：
２
月
９
日
（
金
）
18
時
か
ら

会
場
：
天
塩
町
社
会
福
祉
会
館
２
階
講
習
室

問
い
合
わ
せ
先
：
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
４
３
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暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
（
確
定
申
告
書
受
付
・
相
談
窓
口
）】

住
民
課
税
務
係

☎
内
線
１
２
８
・
１
２
９

稚
内
税
務
署
（
稚
内
市
末
広
５
丁
目
６
番
１
号
）

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
１
５
５

　

平
成
29
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

並
び
に
平
成
30
年
度
町
道
民
税
の
確
定

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

　

相
談
及
び
申
告
の
受
付
は
、
平
成
30

年
２
月
16
日（
金
）か
ら
３
月
15
日（
木
）

ま
で
で
す
。

　

税
務
署
並
び
に
住
民
課
税
務
係
窓
口

の
閉
庁
日（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
等
）
は
、

相
談
や
申
告
書
の
受
け
付
け
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

申
告
書
は
、
郵
便
や
信
書
便
に
よ
る

送
付
ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱

へ
の
投
函
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前

に
申
告
書
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
早
め

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
は
住
民
課
税
務
係
に
備
え
て

お
り
ま
す
。ま
た
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

に
て
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等

を
入
力
し
て
申
告
書
や
決
算
書
な
ど
を

作
成
し
、
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
し
た
「
書

面
」
を
税
務
署
ま
た
は
住
民
課
税
務
係

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
分
確
定
申
告
書
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
受
け
る
際

は
、
な
り
す
ま
し
犯
罪
防
止
の
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
基
づ
き
厳
格
な
本

人
確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
職
員
が
本
人
確
認
（
※
）
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

寄
附
金
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る
方
の

所
得
や
寄
附
金
の
額
な
ど
に
応
じ
て
、

次
の
寄
附
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ⅰ 

寄
附
を
行
っ
た
年
の
所
得
税
か

ら
所
得
控
除

Ⅱ 

寄
附
を
行
っ
た
翌
年
度
の
住
民

税
か
ら
税
額
控
除

　

特
に
住
民
税
に
お
い
て
は
、
都
道
府

県
・
市
区
町
村
へ
の
寄
附
金
ま
た
は
各

市
町
村
で
の
条
例
指
定
団
体
（
天
塩
町

で
の
指
定
団
体
は
、「
社
会
福
祉
法
人

天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
」、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
天
塩
川
を
清
流
に
す
る
会
」）
へ

の
寄
附
金
の
２
千
円
を
超
え
る
部
分
に

つ
い
て
、
Ⅰ
と
Ⅱ
を
合
わ
せ
て
、
一
定

程
度（
概
ね
住
民
税
所
得
割
額
の
１
割
）

ま
で
全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、平
成
29
年
中
に
支
払
っ
た
、

寄
附
金
の
領
収
書
及
び
寄
附
金
受
領
証

明
書
が
必
要
で
す
。

　

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

利
用
し
て
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
送
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
の
方
が
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
手

続
き
等
を
行
う
際
に
必
要
な
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
に
基
づ
く
電
子
証
明
書

は
、
平
成
28
年
１
月
以
降
に
交
付
が
開

始
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
開
始
以
前
に
発
行
さ
れ
た
「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
に
格
納
さ
れ
た
電

子
証
明
書
は
、
そ
の
有
効
期
間
内
で
あ

れ
ば
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

で
行
な
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や

源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ
の
記
載
内
容
を

入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提

出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す（
確
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
、

書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）

■
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
（
３
週
間

程
度
に
短
縮
）

■
詳
し
い
情
報
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.e-tax.nta.
go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
書
を
作
成
す
る
と
き

※
本
人
確
認
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

及
び
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の

身
分
証
明
書
等
で
確
認
す
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄
附

金
控
除

◎
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
給
与

所
得
者
な
ど
の
方
は
、
寄
附
先
団
体
が

本
人
に
代
わ
っ
て
、
個
人
住
民
税
課
税

市
町
村
に
対
し
て
寄
附
金
控
除
申
請
を

行
な
う
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
が
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
確

定
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

➀
所
得
税
法
上
、
給
与
所
得
者
等

で
あ
っ
て
も
、
確
定
申
告
書
の
提

出
を
要
す
る
と
き

②
個
人
住
民
税
の
申
告
を
行
っ
た

と
き

③
５
団
体
を
超
え
る
地
方
団
体
へ

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）
を
行
っ

た
と
き

④
住
所
誤
り
な
ど
に
よ
り
、
課
税

市
町
村
に
申
告
特
例
通
知
書
が
送

付
さ
れ
な
い
と
き

◎
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）



5

Project of Regional Revitalization地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

電
子
図
書
館
の
普
及　

　

天
塩
町
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
道
内

公
共
図
書
館
で
４
例
目
と
な
る
電
子
図

書
館
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
２
０
１
０
年
頃
か
ら
電
子

書
籍
が
普
及
し
始
め
、
２
０
０
７
年
に

東
京
都
千
代
田
区
が
導
入
し
た
こ
と
を

皮
切
り
に
、
現
在
は
63
の
公
共
図
書
館

で
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由

し
て
本
の
貸
し
出
し
を
行
う
こ
の
サ
ー

本
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

会
員
の
保
護
者
か
ら
は
「
他
に
ど
ん

な
本
が
借
り
る
こ
と
が
で
き
の
か
」
な

ど
の
質
問
が
出
て
お
り
、
電
子
図
書
館

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
ず
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

例
え
ば
、
夜
間
に
小
説
を
借
り
て
就

寝
前
の
読
書
を
し
て
み
た
り
、
吹
雪
で

外
出
が
難
し
い
日
に
折
り
紙
の
本
を
借

り
て
子
ど
も
と
一
緒
に
折
り
紙
を
作
っ

た
り
な
ど
、
電
子
図
書
館
は
皆
さ
ん
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
使
い
方
が

で
き
ま
す
。

　

現
在
、
天
塩
町
電
子
図
書
館
の
登
録

者
は
約
１
７
０
名
お
り
ま
す
が
、 

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
に
あ

れ
ば
、
町
内
に
住
む
方
は
誰
で
も
無
料

で
す
の
で
、
ま
ず
一
度
利
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Introduction ＃ 10

天塩町電子図書館
英語絵本読み聞かせ会

ビ
ス
は
、
大
学
を
含
む
公
共
図
書
館
で

は
１
割
に
満
た
な
い
普
及
率
で
す
が
、

時
間
と
場
所
を
選
ば
な
い
利
便
性
と
容

易
性
か
ら
、
今
後
拡
大
が
見
込
ま
れ
る

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
大
変
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
　洋

書
だ
け
で
は
な
い
電
子
書
籍

　

英
語
絵
本
等
の
洋
書
を
ネ
イ
テ
ィ
ブ

な
発
音
で
読
み
上
げ
る
機
能
を
利
用
し

た
「
幼
児
期
か
ら
英
語
に
親
し
む
機
会

の
創
出
」
と
し
て
、
天
塩
町
に
お
い
て

電
子
図
書
館
を
導
入
し
て
お
り
ま
す

が
、
電
子
図
書
館
で
取
り
扱
う
電
子
書

籍
は
洋
書
に
限
り
ま
せ
ん
。

　

小
説
や
料
理
本
な
ど
の
実
用
書
、

そ
し
て
図
鑑
に
至
る
ま
で
現
在
は
約

６
０
０
冊
の
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
毎
月
30
冊
の
新
し
い
書

籍
を
入
荷
し
て
い
ま
す
。

英
語
絵
本
読
み
聞
か
せ
会

　

12
月
22
日
、
町
社
会
福
祉
会
館
に
て

育
児
サ
ー
ク
ル
「
た
け
の
こ
」
会
員
の

親
子
に
対
し
、
電
子
図
書
館
を
使
っ
た

読
み
聞
か
せ
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
、
た
け
の
こ
で
は
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ク
リ
ス

マ
ス
を
題
材
と
し
た
「
ゆ
き
の
ひ
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
絵
本
を
選
定
し
、
日

本
語
訳
の
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
し
た

後
、
読
み
上
げ
機
能
を
使
っ
て
英
語
絵

▲パソコンで英語絵本の読み上げを体験した

▲先に日本語訳の絵本を職員が読み聞かせ

※ OverDrive Japan 電子図書館案内資料より抜粋
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みんなで理解し、高齢者虐待を防ぎましょう！

【問い合わせ先（相談窓口）】
天塩町地域包括支援センター（福祉課地域ケア係）　☎内線１４４

こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

　
『
高
齢
者
虐
待
』
と
聞
く
と
皆

さ
ん
は
、
ど
ん
な
印
象
が
あ
り
ま

す
か
？

　

ニ
ュ
ー
ス
で
聞
く
け
ど
身
近
に

は
な
い
こ
と
、
関
係
の
な
い
話
だ

と
思
い
ま
す
か
？

　

介
護
な
ど
で
高
齢
者
に
接
す
る

場
面
で
は
、
対
応
や
介
護
の
仕
方

が
不
適
切
な
た
め
、
正
し
い
介
護

を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
虐
待
と

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
誰
に
で

も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
虐

待
に
当
た
る
と
は
、
自
覚
し
な
い

で
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
た

め
、
皆
さ
ん
が
『
高
齢
者
虐
待
』

に
つ
い
て
知
り
、
予
防
を
心
が
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
『
高
齢
者
虐
待
防
止
法
』
で
は
65
歳

以
上
の
人
に
対
す
る
、家
族
や
同
居
者
、

養
護
者
な
ど
に
よ
る
次
の
よ
う
な
行
為

と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
５
つ
に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
身
体
的
虐
待

　

叩
く
、蹴
る
、動
か
な
い
よ
う
に
ベ
ッ

ド
や
車
椅
子
に
縛
り
つ
け
る
、
部
屋
等

に
閉
じ
こ
め
る　

な
ど

◇
心
理
的
虐
待

　

威
圧
的
な
態
度
で
侮
辱
す
る
、
怒

鳴
っ
た
り
の
の
し
る
、
意
図
的
に
無
視

す
る　

な
ど

◇
介
護
や
世
話
の
放
棄
・
放
任

　

食
事
や
水
分
を
与
え
な
い
、
入
浴
や

汚
物
の
処
理
な
ど
の
世
話
を
後
回
し
に

す
る　

な
ど

◇
経
済
的
虐
待

　

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な

い
、
預
貯
金
や
年
金
を
本
人
の
合
意
な

し
に
使
う　

な
ど

◇
性
的
虐
待

　

本
人
を
辱
め
る
性
的
行
為
、
わ
い
せ

つ
行
為
の
強
要
、
排
泄
を
失
敗
し
た
罰

と
し
て
下
半
身
を
裸
で
放
置
す
る　

な

ど

◆
高
齢
者
や
介
護
者
を
あ
た
た
か

く
見
守
り
ま
し
ょ
う

　

身
近
な
方
か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉

や
、
ご
近
所
の
方
か
ら
の
挨
拶
・
声
か

け
は
心
の
支
え
に
な
り
ま
す
。
普
段
か

ら
助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

◆
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
ま

し
ょ
う

　

認
知
症
に
よ
る
言
動
を
理
解
で
き
ず

叱
責
す
る
な
ど
虐
待
に
つ
な
が
り
や
す

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
認
知
症
を

知
る
こ
と
で
言
動
の
理
解
や
適
切
な
対

応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
介
護
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に

相
談
し
ま
し
ょ
う

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
介
護
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

◆
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
相
談

し
ま
し
ょ
う

　

早
期
発
見
、
対
応
す
る
こ
と
で
事
態

の
深
刻
化
を
防
ぎ
ま
す
。

地域ぐるみで虐待の起こらないまちを目指しましょう

ど
ん
な
こ
と
が

虐
待
に
な
る
の
？

防
止
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
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病
院
だ
よ
り

【問い合わせ先】天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８

病院だより No.13

プロ選手に学ぶ健康管理

今
回
は
子
ど
も
さ
ん
か
ら
働
き
盛
り

の
皆
さ
ん
向
け
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

大
学
病
院
勤
務
当
時
（
大
阪
で
し
た

の
で
）、
在
阪
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
よ

く
診
察
に
来
て
い
ま
し
た
。
専
門
分
野

が
細
分
化
さ
れ
て
い
る
大
学
病
院
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
は
ス
ポ
ー
ツ
医
が

診
察
す
る
の
で
す
が
、
彼
ら
か
ら
プ
ロ

選
手
の
障
害
に
つ
い
て
非
常
に
興
味
深

い
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
も
某
球
団
で
活
躍
中
の
Ｋ
選
手

が
診
察
に
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
。
彼
曰

く
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
勝
負
は
ボ
ー
ル

が
指
か
ら
離
れ
る
そ
の
瞬
間
で
タ
イ
ミ

ン
グ
を
感
じ
取
り
、
ボ
ー
ル
を
体
の

「
面
」
で
捉
え
る
た
め
、
体
幹
か
ら
下

半
身
を
グ
ッ
と
踏
み
込
ん
で
そ
の「
面
」

を
作
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
彼
が
そ
の

日
受
診
し
た
訴
え
は
、

腰
の
調
子
が
お
か
し

く
て
そ
の
「
面
」
を

作
れ
な
い
、
と
い
う

も
の
で
し
た
。
訴
え

が
い
か
に
も
球
界
を

背
負
っ
て
立
つ
バ
ッ

タ
ー
な
ら
で
は
で
す
。

今
回
は
、
ど
ん
な
怪

我
だ
っ
た
か
の
お
話

で
は
な
く
、
プ
ロ
選

手
の
高
い
身
体
能
力

が
い
か
に
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
た
感
覚
系
に
あ

る
か
と
い
う
お
話
で
す
。

「
感
覚
が
鋭
い
」
と
い
う
特
徴
は
そ

の
他
に
も
い
ろ
ん
な
面
で
見
ら
れ
て
き

ま
す
。
例
え
ば
、
こ
れ
以
上
プ
レ
ー
を

続
け
れ
ば
長
引
く
故
障
に
つ
な
が
る
か

ど
う
か
、
有
能
な
選
手
ほ
ど
察
知
す
る

能
力
が
高
い
の
が
一
般
的
で
す
。
肩
の

張
り
を
覚
え
て
途
中
降
板
す
る
投
手
も

そ
の
例
で
す
。ま
た
一
般
人
と
異
な
り
、

障
害
の
起
き
て
い
る
部
位
を
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
指
差
せ
る
選
手
が
多
い
の
も
特

徴
で
す
。
膝
が
痛
い
と
き
、「
こ
の
辺
」

「
膝
全
体
」
と
訴
え
る
選
手
は
少
な
く
、

傷
め
て
い
る
靭
帯
で
あ
っ
た
り
筋
線
維

の
直
上
を
指
差
し
て
、「
こ
こ
が
悪
い
」

と
訴
え
て
く
る
、
そ
れ
が
大
学
病
院
な

ど
で
行
な
わ
れ
て
い
る
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
診
療
で
す
。

普
段
の
私
た
ち
の
生
活
に
話
を
戻
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
運
動
は
体
を
い
じ
め

て
鍛
え
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
常
に
ケ

ガ
と
隣
り
合
わ
せ
と
い
う
側
面
が
あ
り

ま
す
。
一
般
人
の
我
々
は
、
こ
れ
以
上

や
れ
ば
故
障
に
つ
な
が
る
と
い
う
感
覚

が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か

ら
、
オ
ー
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
起
き

や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
仕
事
だ
か

ら
や
め
る
わ
け
に
い
か
な
い
、
だ
か
ら

体
を
傷
め
る
ま
で
や
っ
て
し
ま
う
の
も

同
じ
状
況
と
言
え
ま
す
。
感
覚
系
は
体

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
こ
れ
以
上

続
け
た
ら
体
を
傷
め
て
し
ま
い
は
し
な

い
か
？
日
頃
か
ら
少
し
体
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
耳
を
傾
け
る
だ
け
で
も
障
害
予
防

に
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
選
手
が
故
障
を
乗
り
切
る
と
き

に
も
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

彼
ら
は
、
体
が
商
売
道
具
だ
か
ら
こ
そ

休
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
は
し
っ
か
り

休
息
を
取
り
ま
す
。
休
ま
せ
ね
ば
な
ら

な
い
部
分
を
休
ま
せ
る
、
と
表
現
す
る

の
が
正
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
膝
を

痛
め
た
と
し
て
も
、
体
幹
や
上
肢
の
強

化
は
で
き
ま
す
し
、
ケ
ガ
を
し
て
い
な

い
方
の
足
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
欠
か
し

ま
せ
ん
。
加
え
て
障
害
に
つ
な
が
っ
た

自
分
の
ク
セ
の
分
析
、
フ
ォ
ー
ム
の
見

直
し
な
ど
、
基
本
の
見
直
し
を
し
っ
か

り
と
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と

は
障
害
を
起
こ
し
に
く
い
体
を
作
る
た

め
、
体
の
柔
軟
性
ア
ッ
プ
を
入
念
に
行

い
ま
す
。

職
業
柄
、
手
首
を
傷
め

や
す
い
、
腰
を
傷
め
や
す

い
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
の

ク
セ
が
ど
こ
か
に
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
「
何
が

何
で
も
自
己
流
」
と
考
え
て
い
て
も
、

残
念
な
が
ら
体
は
言
う
こ
と
を
聞
い
て

く
れ
ま
せ
ん
。
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
あ
な
た
が
真
摯
に
受
け
止
め
な
い
限

り
痛
み
が
続
く
と
い
う
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
痛
み
が
出
て
い
る
と
き
こ

そ
、
一
番
痛
み
の
出
に
く
い
動
作
を
探

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
感
覚
を
研

ぎ
澄
ま
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
少
し
で
も

痛
み
の
小
さ
い
動
作
が
あ
れ
ば
、
勇
気

を
持
っ
て
体
の
使
い
方
を
変
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
よ
り
経
験
豊
富
な
先
輩
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
り
、
仲
間
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
解
決
の
糸
口
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

準
備
体
操
、
整
理
体
操
、
柔
軟
体
操
。

今
風
に
言
え
ば
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

グ
。
ス
ポ
ー
ツ
や
仕
事
で
体
を
日
常
的

に
使
う
方
ほ
ど
体
の
ケ
ア
も
上
達
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

管
理
が
で
き
な
い
プ
ロ
選
手
は
一
流
と

は
言
え
な
い
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
も
仕

事
も
健
康
管
理
が
で
き
て
こ
そ
ベ
テ
ラ

ン
と
い
う
も
の
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
文
責 

町
立
病
院
院
長 

橋
本
伸
之
）

!!
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平成３０年　 　月２町民カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
休み 生ゴミ

ペットのふん 一般ゴミ
資源ゴミ

紙おむつ等
衣類等

生ゴミ
ペットのふん 農村地区 休み

１月　28 　　　29 　　　30 　　　31 　　　 １ 　　　 ２ 　　 　３
〇あいあいクラブ

［子育て支援センター］
10 時～ 12 時

★おでかけサロン
[雄信内老人憩の家]

10 時～ 14 時

〇こども園開放日
〇雄信内保育所開放
日

　　　 ４ 　　　 ５ 　　　 ６ 　　　 ７ 　　　 ８ 　　　 ９ 　　   10
●セカクル＠天塩

［天塩中学校］
✚眼科外来

受付 9 時～ 14 時
■定期健康相談・物
忘れ相談

[ 天塩町役場 ]
10 時～ 16 時

■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

■骨粗しょう症検診
［町立病院］

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
★おでかけサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時
●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］

・優良 13 時 00 分
■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

★ヘルスアップ教室
［天塩中学校体育館］

19 時 00 分～
20 時 30 分

■骨粗しょう症検診
［町立病院］

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
★はつらつクラブ

13 時～ 15 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時

《建国記念の日》11《振替休日》　 12 　　　13 　　　14 　　　15 　　　16 　　　17
〇あいあいクラブ

［子育て支援センター］
10 時～ 12 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
✚眼科外来
受付 12 時～ 15 時
★いきいきサロン
[雄信内老人憩の家]

10 時～ 14 時
■巡回健康講座

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～

15 時 00 分

〇託児の日
［ふれあいセンター］
〇１歳６ヶ月児健診
12 時 30 分～ 13 時 00 分
〇３歳児健診
12 時 30 分～ 13 時 00 分
〇乳児健診
12 時 50 分～ 13 時 20 分
✚小児科外来
受付 13 時 30 分～

16 時 00 分
●運転免許更新時講習
［遠別町生涯学習セ
ンターマナピィ 21］
・優良 13 時 30 分

●運転免許更新時講習
［豊富町定住支援セン

ターふらっときた］
・優良 13 時 00 分
・一般 14 時 00 分
・違反 15 時 30 分

　　　18 　　　19 　　　20 　　　21 　　　22 　　　23 　　　24
★しゃっきりサロン
[ てしお温泉夕映 ]

13 時～ 14 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
★いきいきサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時
★ヘルスアップ教室

［天塩中学校体育館］
19 時 00 分～

20 時 30 分

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
〇あいあいクラブプ
チ相談日
10 時 30 分～ 12 時 00 分
★はつらつクラブ

13 時～ 15 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
✚産婦人科外来
受付 13 時～ 16 時

　　　25 　　　26 　　　27 　　　28 ３月 　１ 　　　 ２ 　　　 ３
〇あいあいクラブ

［子育て支援センター］
10 時～ 12 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時

※雄信内地区のあいあいクラブは、１～2月はお休みです

・日程は変更となる場合がありますので、ご確認

ください。

・ごみは当日の朝８時までに出してください。
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祉
課
福
祉
係
又
は
認
定
こ
ど
も
園
へ
提

出
し
、
支
給
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
入
園
（
入
所
）
申
込

　

入
園
（
入
所
）
申
請
書
を
認
定
こ
ど

も
園
又
は
雄
信
内
保
育
所
へ
提
出
し
、

利
用
契
約
等
を
結
び
ま
す
。詳
し
く
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

認
定
こ
ど
も
園
お
ひ
さ
ま

☎
（
２
）
１
３
５
４

福
祉
課
福
祉
係

☎
内
線
１
３
３

　

石
綿
に
よ
る
疾
病

の

補

償
・

救

済

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法

に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石

綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症

す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
北
海
道
労
働
局
又
は
労
働

基
準
監
督
書
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

身
に
付
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

日
本
代
表
青
年
と
し
て
各
国
の
選
抜

さ
れ
た
青
年
と
研
修
・
交
流
を
行
い
、

自
分
を
成
長
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」事
業
、「
世

界
青
年
の
船
」
事
業
、
国
際
青
年
育
成

交
流
事
業
、
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交

流
事
業
、
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流

事
業
、
地
域
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.cao.go.jp/koryu/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆　

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当
室

☎
０
３
（
６
２
５
７
）
１
４
３
４

北
海
道
総
合
政
策
部
国
際
局
国
際
課

☎
０
１
１
（
２
０
４
）
５
０
９
１

こ
ど
も
園
入
園
・
雄
信
内

保
育
所
入
所
申
込
受
付

　

認
定
こ
ど
も
園
お
ひ
さ
ま
及
び
雄
信

内
へ
き
地
保
育
所
の
平
成
30
年
度
入
園

（
入
所
）
に
つ
い
て
、
申
込
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
２
月
１
日
か
ら
２
月
28

日
ま
で
に
次
の
と
お
り
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型
保
育
給
付

費
等
支
給
認
定
申
請

　

認
定
申
請
書
及
び
就
労
証
明
書
を
福

掲載を希望される方へ

  ３月号へ掲載を希望される

   場合は、２月１４日（水）

   までにお知らせください

総務課企画広報係

マ
チ
の
伝
言
板

ま
た
、
落
氷
雪
の
除
去
の
際
に
は
、
歩

行
者
へ
の
十
分
な
安
全
対
策
を
行
う
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋
根
か

ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
軒
下
や
道
路
で
は
、
子
ど
も
を
絶
対

に
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

■
屋
根
か
ら
大
量
の
雪
が
落
ち
た
と
き

は
、
直
ち
に
事
故
が
な
い
か
ど
う
か
を

確
か
め
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
の
通
行

へ
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
速
や
か
に

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
交
通
事
故
、交
通
障
害
防
止
の
た
め
、

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や
敷
地
内
の
積
雪

を
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

留
萌
開
発
建
設
部

　
　
　
　
　
　
　
　

留
萌
振
興
局

　
　
　
　
　
　
　
　

天
塩
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　

天

塩

町

青
年
国
際
交
流
事
業

日
本
代
表
青
年
募
集

　

内
閣
府
で
は
、
国
際
社
会
・
地
域
社

会
で
活
躍
す
る
次
代
を
担
う
に
ふ
さ
わ

し
い
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
青
年
国

際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日

本
と
世
界
各
国
の
青
年
と
の
交
流
を
通

し
て
、
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
広

い
国
際
的
視
野
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

屋
根
か
ら
落
ち
る
雪
や

氷
に
よ
る
危
険
防
止

　

毎
年
、
冬
に
な
り
ま
す
と
、
屋
根
に

積
も
っ
た
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
落
ち

て
、
歩
行
者
が
け
が
を
し
た
り
、
ま
た
、

死
亡
し
た
り
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
、
冬
期
間
の
生
活
に
は
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
冬
期

間
の
通
行
を
円
滑
に
し
、
事
故
を
な
く

す
る
た
め
、
特
に
次
の
こ
と
に
注
意
す

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
屋
根
の
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
道
路
に

落
ち
る
建
物
に
は
、
こ
れ
に
伴
う
事
故

を
避
け
る
た
め
雪
止
め
を
つ
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
雪
止
め
が
つ
け
て
あ
っ
て
も
強
さ
が

足
り
な
か
っ
た
り
、
針
金
な
ど
が
さ
び

付
い
た
り
古
く
な
っ
た
り
し
て
切
れ
て

落
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
点
検

し
て
、
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
早
め
に

修
繕
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ビ
ル
の
壁
、
窓
枠
、
突
出
看
板
等
か

ら
の
落
氷
雪
は
少
量
で
も
危
険
で
あ
る

た
め
、
付
着
し
た
雪
や
氷
の
除
去
を
行

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

天 塩 町 民 憲 章
わたくしたちは、天塩川と日本海の恵みでひらかれた天塩の町民です。
わたくしたちは、先人のたくましい心をうけつぎ、明るく豊かな住み
よい町をつくるため、この憲章をさだめます。

１　からだをきたえ　仕事にはげみ　明るい家庭をつくりましょう
１　きまりを守り　力をあわせ　住みよい社会をつくりましょう
１　教養を高め　文化を育て　豊かな郷土をつくりましょう
１　自然を愛し　環境をととのえ　美しいまちをつくりましょう
１　未来をみつめ　産業をのばし　希望にもえる町をつくりましょう



広
報
て
し
お
２
月
号
（
N
O
.727）

●
印
刷
　
天
塩
共
同
印
刷
企
業
組
合

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http//w

w
w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/
●
企
画
・
編
集
　
天
塩
町
総
務
課
企
画
広
報
係

（
〒
098-3398　

天
塩
町
新
栄
通
８
丁
目
　
☎
01632-2-1001）

おめでとうございます

～おたんじょう～

ま ち の う ご き

ごめいふくをお祈りします
（北更岸）

菅 原　よし子　さん（93歳）

（山手裏通２）

山 上　　 司
つかさ

　さん
諒さん・静香さんの長男

～ごけっこん～

（更岸南）
奥 山　　　寛　さん
納 屋　麻依加　さん

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
家
の
前
を
少

し
除
雪
し
た
だ
け
で
息
が
上
が
っ
て
し
ま
う

広
報
担
当
の
相
馬
で
す
。

♪
表
紙
は
昨
年
末
に
撮
影
し
た
天
塩
川
河
口

で
す
。
寒
波
に
よ
り
「
河
口
に
雪
が
つ
い
て

る
」
と
ご
一
報
い
た
だ
き
撮
り
ま
し
た
。
少

し
珍
し
い
光
景
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
、

表
紙
に
し
ま
し
た
。

ご
厚
志
の
紹
介

●
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

　

雄
信
内　
　
　

吉　

田　

澄　

子　

さ
ん

　

振
老　
　
　
　

坂　

口　

健　

治　

さ
ん

　

新
栄
通
８　
　

笹　

原　

和　

子　

さ
ん

　

新
川
団
地　
　

内　

堀　

武　

子　

さ
ん

　

新
栄
通
６　
　

本　

間　

幸　

雄　

さ
ん

●
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

山
手
裏
通
７　

伊　

藤　

京　

子　

さ
ん

●
恵
愛
荘
へ

　

雄
信
内　
　
　

三　

浦　

光　

江　

さ
ん

　

新
栄
通
５　
　

降　

旗　

和　

子　

さ
ん

　

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
あ
か
つ
か
天
塩
店　

様

　

天
塩
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー　

様

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
】

　

山
手
裏
通
４　

来　

田　

和　

雄　

さ
ん

　

山
手
裏
通
３　

園　

田　

一　

治　

さ
ん

地
域
貢
献
企
業
等
の
ご
紹
介

　

地
域
振
興
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
企

業
等
に
対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社
堀
口
組　
様

（
つ
く
し
ま
公
園
除
雪
作
業
）

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
１
月
号
で
左
記
の
箇
所
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

16
頁
掲
載
「
ご
厚
志
の
紹
介
」

　

誤
：
海
岸
通
11　

白
幡　

憲
人　

さ
ん

　

正
：
新
地
通
11　

白
幡　

憲
人　

さ
ん

マ
チ
の
話
題
（
番
外
編
）

・
横
山
晴
さ
ん
が
道
選
抜
に
大
抜
擢

　

12
月
28
日
、
天

塩
タ
イ
ガ
ー
ス
の

横
山
晴
さ
ん
が

北
海
道
選
抜
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
17

名
の
一
人
に
選
ば

れ
、
全
国
大
会
出

場
を
浅
田
町
長
へ

報
告
し
ま
し
た
。

　

２
月
10
日
か
ら

行
わ
れ
る
全
国
大
会
（
第
３
回
全
日
本
選
抜

小
学
生
野
球
選
手
権
淡
路
島
大
会
）
で
は
、

軟
式
野
球
少
年
団
等
の
選
抜
チ
ー
ム
が
全
国

か
ら
集
ま
り
ま
す
。
横
山
さ
ん
は
昨
年
７

月
に
行
わ
れ
た
大
会
で
留
萌
選
抜
チ
ー
ム
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。
留
萌

選
抜
チ
ー
ム
は
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
逃
し

ま
し
た
が
、
横
山
さ
ん
は
北
海
道
選
抜
チ
ー

ム
に
抜
擢
さ
れ
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。

▲選抜チームに選ばれた横山さん

　

浅
田
町
長
は
、「
選
ば
れ
る
こ
と
自
体
が

す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
が
、
積
み
重
ね
て
き
た

日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
て
」
と
激
励
し
、
横

山
さ
ん
は
「
ス
タ
メ
ン
に
入
っ
て
チ
ー
ム
の

勝
利
に
貢
献
し
、
優
勝
を
目
指
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

・
つ
く
し
ん
ぼ
児
童
が
仕
事
体
験

　

１
月
11
日
、
留
萌
北
部
地
域
子
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
く
し
ん
ぼ
教
室
」
に
通

う
児
童
が
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
あ
か
つ
か
天

塩
店
及
び
町
社
会
福
祉
会
館
図
書
室
に
お
い

て
仕
事
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

つ
く
し
ん
ぼ
教
室
で
は
、
運
動
や
言
葉
な

ど
の
発
達
課
題
に
応
じ
た
療
育
指
導
を
行
っ

て
お
り
、
仕
事
体
験

が
行
わ
れ
た
の
は
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

　

実
際
に
働
い
た
児

童
は
「
難
し
い
作
業

が
あ
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
」
と
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

▲レジ会計をする児童

（恵愛荘）

笹 原　啓　公　さん（92歳）
（新川団地）

内 堀　貞　一　さん（90歳）

（恵愛荘）

坂 口　冨　子　さん（93歳）

１２月末
人口 ３，１６１ 人 （－１８）
男  １，５７０ 人 （－ ９）
女  １，５９１ 人 （－ ９）

世帯数 １，５５６世帯（－ ８）
※（　）内は前月比

天塩町電子図書館
パソコンやスマート
フォン等でいつでも電
子図書を貸し借りでき
る天塩町電子図書館で
は、町民の方の利用は
無料ですので、ぜひご
利用ください。
※ご利用には、町教育
委員会から発行される
ＩＤとパスワードが必
要となります。天塩町電子図書館

サイトＱＲコード

（山手通４）

神 田　　 柊
しゅう

　さん
勇介さん・真利さんの二男

（新栄通６）

本 間　洋　子　さん（80歳）
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